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１．はじめに 

平成 26 年 7月 30 日（水）～8 月 1日（金）に三重大学で開催された平成 26 年度東海・北陸地区国立

大学法人等技術職員合同研修（物理・化学コース）に参加したので報告する。 

 

２．研修内容 

１日目 

開講式、写真撮影、オリエンテーション 

講義Ⅰ：「環境と防災」 

プレゼンテーション（受講者の業務内容紹介） 

２日目 

実習（全 8コース：１日を通して同じコースの実習を行う） 

※筆者は「頭髪の炭素および窒素の安定同位体比測定」に参加 

 ３日目 

講義Ⅱ：「森林・林業の現状と森林作業システム」 

講義Ⅲ：「持続可能な地域社会をめざして 

～自然エネルギーを利活用した地域内循環のしくみづくり」 

   閉講式 

三重大学上浜キャンパス内施設見学（スマートキャンパス関連施設） 

 

３．おわりに 

今回の研修は環境やエコをテーマにした講義や施設見学が中心で

あり、私が参加した実習のテーマも環境と深い関わりのある内容であ

ったため、地球環境と自分について改めて考えさせられた。実習では

安定同位体や測定方法についてだけでなく、生態系や食物連鎖に関し

ても詳しい講義があり、専門外の私でも理解できるような構成となっ

ていた。実験内容は安定同位体測定を用いた自分自身の食性解析であ

ったため、普段の食生活が実験結果にあらわれており大変興味深かっ

た。三重大学の CO2 排出量削減に関する取組みの紹介と関連施設の

見学では、特にガスコージェネレーション設備の発電能力（1,000kW

×2 台）と排熱を病院等で有効利用していることについて驚かされた。 

全体を通して大変有意義な研修であった。 
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考察結果を発表する様子 


